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sa 天 、e 才 の 者 み 
つつ まれ る 旅 へ 。 


天地 (あめ つ ち ) の 初発 (は じ め ) の と き 、 日 本 が まだ 古代 だ っ た ころ 。 






































[あめ つ ち 」 = 漢字 で は [ 天 」 と 「 地 」 と 書き 





自然 豊か な 山際 一 常に 、 豊 か な 文化 を 華 喘 か せ た 出 雲 の 国 が あり まし た 。 nt て VNT ます 。 山 際 地 方 を 舞台 に し た 神話 が 多く 


書か れ て いる 古事 記 の 、[ 天地 (あめ つ ち ) 


そこ で は 、 数 多く の 神話 が 生ま れ 、 今 の 日 本 の 文化 に つなが っ て いま す 。 あめ つも 
の 初発 (は じ め ) の と き 」 と いう 書き 出し 

そん な 天 と 地 が 織り な す 豊 か な 自然 と スト ー リ ー が あふ れる 山陰 地方 へ 、 に 由来 し 列車 名 と し まし た 。 
紅 半 (こん べき ) 色 の 列車 「 あ め つ ち 」 で 旅 に 出 ま せん か 。 

陰 本 線 の 美しい 日 本 の 原 風景 を お 楽し みい た だ き な が ら 
日 本 の ルー ツ や 神々 の スト ー リ ー に 想い を 馳せ 、 
日 本 の 奥深 き を あら た め て 知る 。 
どこ か 古く て 、 ど こ か 新しい 。 そ ん な 時 空 を 超え た 旅 に いざ な いま す 。 





ー ネイ ティ ブ ・ ジ ャ パニ ー ズ 一 く コ ン セ プ ト ワ ー ク ・ 総 合 デ ィ レ クシ ョ ン ・ 監 修 > 


山陰 地方 は 、 豊 か な 自然 は も ちろ ん の こと 、 神 社 、 お 洒 、 歌 舞 伝 、 相 撲 な ど 、 Sg ーー トー か 
る に 目 中 宝 る 。 オ リ ジ ナ J 

島根 県 出身 の 映画 監督 、 錦 織 良 成 氏 監修 の も と 、 こ の 自然 や 日 本 の ルー ツ 

を [ネイ ティ ブ プ ・ ジ ャ パニ ー ズ 」 と いう コン セプト で 車両 に デザ イン し 、 

山陰 た な ら で は の 「 古 く て 新しい 日 本 」 を 発見 し て いた だ く 旅 を 演出 し ます 。 





2 な 映像 に 年 評 が ある 。 

隠岐 諸島 が 舞台 の 喘 画 「 僕 に 、 会 いた か っ た 」 が 
2019 年 5 月 、 島 根 県 益田 市 が 舞台 の 喘 画 [高津 川 」 が 
2019 年 11 月 に 公開 。 


車体 カラ ー は 、 山 陰 の 海 と 空 を イメ ー ジ し た 紺碧 (こん べき ) 色 。 車 体 下部 の 

銀色 の 常 模様 は 、 神 秘 的 な 美しき を 持つ 山陰 の 山並 み と 、 山 陰 地 方 の 繁栄 の 

健 と な っ た | た た ら 製 鉄 ] に ちな ん だ 日 本 用 の 「 刃 文 (は も ん )」 を 表現 し て いま す 。 

正面 と 側面 に 神話 と 自然 を 表現 し た 立体 の エン ブレ ム が 館 ら れ て いま す 。 ー 紺 可 色 と 銀色 を 基調 と し た 、 神 秘 的 な 休ま い 一 - 
* 車 体 下部 の 銀色 の 帯 模様 は 、 島 根 県 出身 の アニ メー ショ ン 美 術 監督 吉田 昇 氏 の 作品 で す 。 


= 員 回 回 回 恒 国 0 ーー 。 e jm[ 日 国 還 固 固 国 に 」 





エン ブレ ム 製作 : 貫 吉川 製作 所 (島根 県 出雲 市 ) 


車内 で は 、 山 陰 の 豊か な 自然 の 中 で 育ま れ た 地産 品 や 地元 に ちな ん だ お 食事 、 お 飲 
物 な ど を ご 提供 し 、 大 山 、 突 道 湖 、 斐 伊川 な ど 山 陰 な ら で は の 美しい 風景 を め ゆっ くり と 
お 楽し みい た だ きま す 。 


ー 五感 で 楽し む 山 陰 一 


あめ つう 事 内 の お ゎ お 食事 | 句 光 列車 の 旅 時 間 





あめ つ ち 御 騰 2.100 同 ( 衝 入 ) 鳥取 和牛 、 ア ゴ (トビ ウゥ オォ) な ど 、 鳥 取 の 特産 品 大江 ノ 郷 スイ ー ツ セッ ト 2.100 還 (鳥取 県 人 頭 町 ・ 大 江 ノ 舞 自 然 牧 場 自慢 の 





に 加え 、“ か に の 身 " を ふん だ ん に 使っ た 「 天 美 卵 」 を 使用 し た 、 季 節 の ぷり ん & た ま ご 
ph 名 物 | 元祖 か に 寿し 」 を 盛り 込ん だ あめ つ ち AN、 ロー ルケ ー キ を お 楽し みい た だ きま す 。 素 材 
特製 御膳 で す 。 ーー に こだわ っ た 無 添加 の 焼き 菓子 (あめ つ ち 
※ 鳥 取 県 大 山 町 産 の 茶葉 を 使い 、 素 材 に こだわ っ た オリ ジ ナ ル バ パッケージ) 付 で す 。 
旨 沢 緑茶 「 大 山 みどり 」 付 し 、 の 
還 CE 7 ベ 遇 取 堂 国共 誠 加 語調 大江 ノ 衝 狼 場 回 思 共 中 





ご 予約 は コチ ラー HE = ご 予約 は コチ ラー 
イン ター ネッ ト の ほか 日 本 旅行 グル ー プ の 各店 舗 で も お 申し 込み が で きま す 。 詳し く は こち ら を ご ご覧 くだ さい 。 http://www.nta.co.jp/Sshop/ 

食事 サー ビス の 予約 に 関す る お 問い 合わ せ は 、 日 本 旅行 メデ ィ イア トラ ベル セン ター:06-6344-1903 (な お 、 こ の 番号 か ら 予 約 は で きま せん ) 受付 時 間 9:30 て 17:00(12/29 て 1/4 は 除く ) 

【 日 本 旅行 販売 店 の 方 へ 】 駅 や 他 旅行 会 社 で あめ つ ち 乗 車券 を 購入 され た お 客 様 に 対し て も 食事 サー ビス の 販売 を 行っ て 下さ い 。 コ ー ス コー ド は パン フレ ッ ト 「 旅 コレ 鳥取 ・ 島 根 」 等 で ご 確認 くだ さい 











青 と 緑 、 そ し て 白木 の 天然 色 を 基調 と し た 、 モ ダン で 落ち 着き の ある 
車内 に 、 神 話 の モチ ー フ や 地元 の 工芸 品 を ちり ば め ま し た 。 カ ラフ ル 
に 柴 め 上 げた 因 州 和紙 を 通し た 照明 が 、 幻 想 的 に 車内 を 彩り ます 。 


ーー 神話 の エッ セン ス が 散 D ば め ら れ た 内 装 一 





鳥取 県 因 頭 艇 、 島 根 県 隠岐 の 黒松 を 装飾 に 用 
いた ほか 、 地 元 の 職人 た ち が 車 内 を 人 節 る 工芸 
品 を 製作 。 車 窒 の 眺め だ け で な く 、 車 内 で も 山 
険 の 魅力 を 堪能 し て いた だ け ま す 。 





天井 照明 2 号車 乗降 口 





2 号車 乗降 ロ 2 号車 窓側 側面 1 号 車 洗面 台 2 号車 物販 カウ ンタ ー 
因 州 和紙 (いん し ゅ ぅ わい) 弓 浜 細 (ゆみ は ま か す り ) 倉吉 細 (< ら 5 よ し か すり ) 智頭 杉 ( ち づ す き ぎ ) 岩井 窯 (いわ い が ま ) 西尾 絞り (に し ぉ し ぼり ) 
鳥取 県 鳥取 市 鳥取 県 境港 市 鳥取 県 倉吉 市 鳥取 県 智頭 町 鳥取 県 岩美 町 鳥取 県 鳥取 市 
座席 机上 1 号 車 乗降 ピロ 1 号 車 乗降 1 号 車窓 側 側面 
石 州 瓦 (せき し ゅ うか わら ) 安来 織 ( や すき ぉ り ) 出雲 織 ( い ず も ぉ り ) 隠岐 の 黒松 (# き の < ろ ま っ) 神楽 衣 有 ( か ぐら いし ょ う ) 
島根 県 浜田 市 島根 県 安来 市 島根 県 安来 市 島根 県 隠岐 の 島町 島根 県 浜田 市 


あめ つ ち 事 内 音楽 (チー マッ ング ) 


お ゆめ CC な し (アデ シン ダン ト ) 


あめ つ ち の 車 両 を イメ ー ジ し た 制服 に 身 を 包ん だ アテ ンダ 
ント が ご 予約 いた だ いた お 食事 の 提供 や 車内 販売 を 通し て 
お 客 様 に 快適 な 旅 を ご 提供 いた し ます 。 物販 カウ ンタ ー 
で は あめ つ ち ォ オ リ ジ ナ ル の グッ ズ や お 土産 な ど を ご 用 意 し て 
お り ま す 。 ぜ ひ 手 に と っ て みて くだ さい 。 


山陰 の 美しい 景色 を 走る 「 あめ つ ち 」 を イメ ー ジ し た テー マソ ング を 島 
根 県 松江 市 在住 の シン ガー ソン グラ イタ ー、 浜 田 真 理子 氏 が 作曲 し ま 
し た 。 青 い 空 の 下 や 海 の 横 を 列車 が 走り 抜け る と ころ を 想像 し た 軽 や 
か な メロ ディ ー。 大 人 も 子供 も わく わく する よう な 、 一 緒 に 歌い た く な る 
よう な 歌 に な っ て いま す 。 





山陰 の 酒 と 草 2 .100 円 (税込 ) 島根 和牛 、 大 山 鶏 、 地 魚 な ど 、 食 材 の 宝庫 で ある 松江 の 和菓子 詰合せ 2.200 円 (税込 全国 和菓子 協会 認定 | 選 和 菓子 職 ] の 職人 
山陰 の 海 ・ 山 の 幸 を 、 一 文字 家 が 季節 に 合わ が 手がけ た 和菓子 。 イ ザ ナ ギ ・ イ ザ ナ ミ が 天 


せ て 設え た 抑 土 色 豊 か な 御料 理 で す 。 酒 処 、 
出雲 國 の 銘酒 「 豊 の 秋 純 米 吟醸 花 か ん ざ 
し 」 と 併せ て お 倫 し 上 が りく だ さい 。 

※ お 漂 は 車内 に て 「 花 か ん ざし 」 


また は 、 松 江 地 ピー ル 
「 ビ ア へ る ん 」 を お 選び くだ さい 。 


Sa に し 
還 TE 馬 一 x ま 較 R 
ご 予約 は コチ ラー ・ 









沼 志 (アメ ノ ヌ ボコ ) で 大 地 を 創造 し た 神話 

を も と に 創作 し た 限定 和菓子 「 あ め つ ち 」 を 

お 楽し みく だ さい 。 

※ 松 江 の 老舗 お 茶屋 「 中 村 茶 舗 
の 衣 茶 」 付 


還 EEL 市 | 御 菓子 司 彩雲 堂 









crasa テ ラー 回 


〇 お 食事 を お 買い 求め の お 客 様 は 、 ご 乗車 の 1 カ月 か ら 4 日 前 まで に ご 予約 を お 願い し ます 。 (事前 予約 の な い お 客 様 は ご 購入 いた だ け ま せん ) 商品 は アテ ンダ ント が お 席 ま で お 持ち いた し ます 。 〇 お 食事 の ご 予約 前 に 「 あ め つ ち 」 の 乗車 に 必要 
な 指定 席 グ リー ン 券 を お 買い 求め くだ さい 。 お 食事 を ご 予約 の 際 に 、 ご 乗車 の 区 間 と 座席 番号 が 必要 で す 。 季節 や 仕入れ 状況 に より メニ ュー を 変更 する こと が あり ます 。 ま た 、 細 部 に つい て は 実物 と 異な る 場合 が あり ます 。 ぐ お 食事 は 車内 で 
お 召し 上 が りく だ さい 。 お 持ち 帰り は で 遠慮 くだ さい 。 次 の 区 間 の み を ご 乗車 の 場合 、 時 間 の 都合 に より お 食事 の お 申し 込み を いた だ け ま せん 。 [鳥取 て 倉吉 、 米 子 て 安来 、 米 子 へ 松江 (下り )、 安 来 て 松江 、 玉 造 温 泉 て 松江 (上 り ) の 各区 間 ] 





@ 運転 日 週末 を 中 心 に 、 鳥 取 一 出雲 市 間 を 1 日 1 往復 運転 し ます 。 | | …w 










2021 年 3 月 2021 年 4 月 2021 年 5 月 2021 年 6 月 
| 日 月 | 火 ] 水 | 本 | 金 ] 土 日 | 月 | 火 ] 水 | 木 | 金 ] 土 
| | | |1l213 | | |]1l2131415 
I718|9I10I1l12118) 1415|6|7|1819110| 12181 人 IS5l6l7I8| 16」7|1819|10lnli2| 
114|15|16|17118|19|120 19 |10]11|12|13|14115 
|16 | 17 | 18 | 19 | 20|21122| |20|21|22|23|24|25|26| 
125 26|27128|129130| 127128|29130| | | 
2021 年 7 月 2021 年 6 月 
日 | 月 | 火 | 水 | 木 | 金 ] 土 | 
1121314|15|617 
1819110|11|12|13114 | 
122 | 23 | 24|25|26|27128| |19|120|21|22|23|24|25| 
129130|131| | | | | |26|27|28|29|30| | | 
6 停 還 駅 運転 時 4 運行 区 間 . 
F り : 鳥 取出 8 きん 3 き 
。 5 江 細 
出 偽 @ 過 ^ 
ED: 出雲 市 一 鳥取 第 ま 朱 鳥取 県 
玉造 温 朱 島根 県 





17:36 


美しい 景色 を 徐行 運転 で お 楽し みい た だ きま す 。 
* 。 上 段 : 大 人 下段 (): 小 児 フ お ー 人 様 * 単 位 : 円 
$ 家賃 ・ 料 金 ※ 運 賃 と グリ ー ン 料金 の 合計 














徐行 ① 日 本 海 (名 和 - 大 山口 ) 












徐行 ① 大 山 ( 名 和 ~ 大 山口 ) 





y 2.690 1.990 5 
| |G8O|1d40|※ す 
3.680 2.170 980 > 
衝 素 | 880|180| 0 | 作 末 






4010 | 2520 | 1290 | 1.200 
4010 | 2520 | 1460 | 1.290 | 980 8 
| (9850 0 ii 
測 雲 市 | 4630 | 3.680 | 2170 | 1990 | 1370 | 1290 
室 上 | 3310) | (2.690) | (1.580) | (1.490) | (1.070) | (1.030) 
休 座 席 表 @ 和 定員:59 名 (1 号車 29 名 、 2 号車 30 名 ) 






徐行 ② 実 道 湖 ( 妃 木 ~ 玉 造 温泉 ) 








結 二 当 四 還 回 四 
回 国 回 居 


出雲 市 方 面 1 鳥取 方 面 
一 全車 指定 席 で す 。 玉 指定 席 券 は 、 乗 車 日 の 1 ヶ月 前 の 10:00 か ら 、 全 国 の JR の 主 な 駅 の みどり の 窓口 ・ 主 な 旅行 会 社 で お 買い 求め いた だ け ま す 。 JR 西日本 ネッ ト 予 約 「e5489」 で も ご 予約 いた だ け ま す 。 






て 楽し み 方 いろいろ 一 
あめ つ ち モ デル ュー ス 








納 普 [ 松江 発 の 例 ] 
[ 松江 市 内 散策 し 拓 江 米子 倉吉 | 
9:00 発 9:48 発 11:05 発 。 11:34 着 18:18 発 18:39 着 19:12 着 19:42 着 11:45 発 12:32 着 /13:44 発 ”。 14:43 着 

















) [ 信 寺 | きら 要 科 | 











20:49 発 


15:35 発 16:36 発 17:36 着 21:21 着 21:56 着 13:44 発 14:47 発 15:22 発 16:34 着 


約 3 時 間 


JR 西日本 で は 、 新 型 コロ ナウ イル ス 感染 症 対 策 に 取り 組ん で いま す 。 
ご 利用 の 際 は 、 可 能 な 限り の マス ク の 着用 や 会 話 を 控え め に し て いた だ く な ど 、 
ご 協力 を お 願い し ます 。 詳 し く は 、 


※ 記 載 の 情報 は 2021 年 3 月 更新 の も の で す 。 ※ 画 像 は 全て イメ ー ジ で す 。 








